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はじめに

• 対象読者, v ページ

• 表記法, v ページ

• 関連資料, vii ページ

• マニュアルに関するフィードバック, viii ページ

• マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート, viii ページ

対象読者
このマニュアルは、Cisco UCS Directorを使用し、以下の少なくとも 1つの分野において責任と専
門知識を持つデータセンター管理者を主に対象としています。

•サーバ管理

•ストレージ管理

•ネットワーク管理

•ネットワークセキュリティ

•仮想化および仮想マシン

表記法

表示テキストのタイプ

タブの見出し、領域名、フィールドのラベルのようなGUI要素は、[GUI
要素（this font）]のように示しています。

ウィンドウ、ダイアログボックス、ウィザードのタイトルのようなメイ

ンタイトルは、[メインタイトル（this font）]のように示しています。

GUI要素
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表示テキストのタイプ

マニュアルのタイトルは、イタリック体（italic）で示しています。マニュアルのタイトル

テキストベースのユーザインターフェイスでは、システムによって表

示されるテキストは、courierフォントで示しています。
TUI要素

システムが表示するターミナルセッションおよび情報は、courier
フォントで示しています。

システム出力

CLIコマンドのキーワードは、ボールド体（bold）で示しています。

CLIコマンド内の変数は、イタリック体（italic）で示しています。

CLIコマンド

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

どれか1つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッコで囲
み、縦棒で区切って示しています。

{x | y | z}

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、縦
棒で区切って示しています。

[x | y | z]

引用符を付けない一組の文字。stringの前後には引用符を使用しません。
引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみなされます。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示していま

す。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲んで

示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合には、コ
メント行であることを示します。

!、#

「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて

います。

注意
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「問題解決に役立つ情報」です。ヒントには、トラブルシューティングや操作方法ではなく、

ワンポイントアドバイスと同様に知っておくと役立つ情報が記述される場合もあります。

ヒント

「時間の節約に役立つ操作」です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮でき

ます。

ワンポイントアドバイス

安全上の重要事項

「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。機器の取り扱

い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に留意してくださ

い。各警告の最後に記載されているステートメント番号を基に、装置に付属の安全についての

警告を参照してください。

これらの注意事項を保管しておいてください。

警告

関連資料

『Cisco UCS DirectorDocumentation Roadmap』

Cisco UCS Directorの資料の詳細なリストについては、次の URLにある『Cisco UCS Director
Documentation Roadmap』を参照してください。http://www.cisco.com/en/US/docs/unified_computing/
ucs/ucs-director/doc-roadmap/b_UCSDirectorDocRoadmap.html

『Cisco UCS Documentation Roadmaps』

すべての Bシリーズマニュアルの一覧については、『Cisco UCS B-Series Servers Documentation
Roadmap』（URL：http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/b-series-doc）を参照してください。

すべての Cシリーズマニュアルの一覧については、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
c-series-docで入手できる『Cisco UCS C-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してくださ
い。

『Cisco UCS B-Series Servers Documentation Roadmap』にはCisco UCSManagerおよびCisco UCS
Centralのドキュメントのリンクが含まれています。『Cisco UCS C-Series Servers Documentation
Roadmap』には Cisco Integrated Management Controllerのドキュメントのリンクが含まれていま
す。

（注）
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マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご

ざいましたら、ucs-director-docfeedback@cisco.comまでコメントをお送りください。ご協力をよろ
しくお願いいたします。

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート
マニュアルの入手、Cisco Bug Search Tool（BST）の使用、サービス要求の送信、追加情報の収集
の詳細については、『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。

新しく作成された、または改訂されたシスコのテクニカルコンテンツをお手元に直接送信するに

は、『What's New in Cisco Product Documentation』RSSフィードをご購読ください。RSSフィード
は無料のサービスです。
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第 1 章

このリリースの新規情報および変更情報

• このリリースの新規情報および変更情報, 1 ページ

このリリースの新規情報および変更情報
このガイドでは、新しいリリースに関する大幅な変更は行われていません。
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第 2 章

概要

この章は、次の項で構成されています。

• 対象読者, 3 ページ

• Cisco UCS Director SDK, 3 ページ

対象読者
このマニュアルは、Cisco UCS Directorソフトウェア開発キット（SDK）および関連技術の使用に
関心がある技術担当者を対象としています。次のようなユーザが対象です。

• Cisco UCS Directorを使用し、Cisco UCS Directorでクラウドリソースを管理する能力を高め
たいシステムおよびクラウド管理者。

•デバイスを Cisco UCS Directorで管理できるようにコネクタを構築したいサードパーティ開
発者。

• Cisco UCS Director SDKまたは APIテクノロジーを比較し、どちらがアプリケーションに最
適であるかを判断したいその他のユーザ。

Cisco UCS Director SDK
Cisco UCS Director SDKは、Cisco UCS Directorの機能を拡張したり、Cisco UCS Directorデータに
アクセスしたり、アプリケーションからCiscoUCSDirectorの自動化およびオーケストレーション
の操作を呼び出すことができるテクノロジーの集合です。CiscoUCSDirector SDKには、RESTAPI
とOpenAutomationが含まれています。スクリプティング技術には、Cisco UCSDirector PowerShell
API、Cisco UCS Directorスクリプトモジュールにバンドルされたカスタムタスク、およびサーバ
側の JavaScriptの実装である CloupiaScriptを使用して独自のカスタムタスクを記述する機能が含
まれています。

Cisco UCS Director SDKテクノロジーを使用して、次のことが可能です。

Cisco UCS Director リリース 6.0 API 統合およびカスタマイゼーションガイド
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•プログラムによる Cisco UCS Directorへのアクセス：Cisco UCS Director REST APIを使用して
ワークフローを呼び出し、レポートを取得します。

• Cisco UCS Directorのカスタマイズ：カスタムワークフロータスクを作成します。スクリプ
トモジュールに独自の jarファイルおよびスクリプトライブラリを展開して、Cisco UCS
Directorをカスタマイズします。スクリプトバンドルからカスタムタスクを使用します。

• Cisco UCS Directorの拡張：Cisco UCS Director Open Automationを使用して、追加のデバイス
およびシステムをサポートするコネクタを作成します。Microsoft SystemCenterVirtualMachine
Manager（SCVMM）および他の PowerShellが有効なデバイスに接続するには、Cisco UCS
Director PowerShell APIを使用します。

このマニュアルでは、これらのイネーブリングテクノロジーとそれらの使用についてそれぞれ説

明し、開始するための情報の入手場所について案内します。各SDKテクノロジーについて、この
マニュアルでは以下について説明しています。

• Cisco UCS Directorのプログラム的な機能を使用するために必要な基本概念。

•どの SDKコンポーネントをどのようにいつ使用するか。

•インターフェイスを使用するために必要なスキルについて。

•インターフェイスを使用するために必要なコンピューティングリソースについて。

   Cisco UCS Director リリース 6.0 API 統合およびカスタマイゼーションガイド
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第 3 章

REST API

この章は、次の項で構成されています。

• Cisco UCS Director REST API, 5 ページ

Cisco UCS Director REST API
Cisco UCS Directorでは REST APIが提供され、アプリケーションは Cisco UCS Directorに格納され
ているデータを消費または操作できます。Cisco UCS Director REST API（以後単に「REST API」
とする）は軽量フレームワークで、アプリケーションが使用する際のオーバーヘッドはわずかで

済みます。

アプリケーションは REST APIからのHTTPおよびHTTPS要求を使用して、Cisco UCS Directorリ
ソース上で作成/読み取り/更新/削除（CRUD）の操作を実行します。

いつ Cisco UCS Director REST API を使用するか
Cisco UCS Director REST APIは、HTTPまたは HTTPS要求を作成できるプログラムまたはスクリ
プトで使用できる言語非依存インターフェイスです。別のプログラムまたはプロセスから Cisco
UCS Director上の操作を呼び出すには、REST APIを使用します。

アプリケーションは、REST APIを使用して次のことを実行できます。

• CiscoUCSドメイン内の物理デバイスおよび仮想デバイス、ネットワーク、アプライアンス、
グループおよびユーザ、ポリシー、リソースアカウンティング、資金、その他の監視対象エ

ンティティに関する Cisco UCS Directorレポートの取得。

• Cisco UCS Director Orchestratorワークフローおよびタスク操作の呼び出し。

• Cisco UCS Directorに固有の追加操作の呼び出し。

Cisco UCS Director リリース 6.0 API 統合およびカスタマイゼーションガイド
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Cisco UCS Director REST API の使用
REST APIクライアントは標準の HTTPまたは HTTPSの要求および応答を使用して Cisco UCS
Directorとやりとりするため、REST API応答はWebブラウザと互換性があります。多くのプログ
ラミング言語には、HTTP要求の作成と送信、および HTTP応答の処理に専用のライブラリがあ
ります。

RESTAPIコールの大部分は、要求または応答内のデータをそれぞれ送信および返信します。これ
らのデータペイロードは、REST APIコールに応じて 2つの方法のいずれかでフォーマット化さ
れる場合があります。JavaScript Object Notation（JSON）ペイロードを使用する REST APIコール
もあれば、XMLペイロードを使用するものもあります。通常の場合、複雑と見なされるアプリ
ケーションには両方を使用する必要があります。

JSONベースの REST APIコールは、JSONペイロードを使用した単純な HTTP要求および応答で
す。JSONは、判読可能なデータ交換のために設計された軽量テキストベースのオープンスタン
ダードです。JSONは、単純なデータ構造と連想配列を表します。アプリケーションは、特殊な
RESTAPIライブラリを使用することなく JSONベースのAPIを直接呼び出し、アプリケーション
に固有の方法を使用して JSONデータを解析します。

XMLベースの REST APIコールは HTTP要求および応答でもありますが、アプリケーションに
Cisco UCS Director REST APIライブラリ jarが含まれており、アプリケーションが RESTペイロー
ドの API定義された JavaBeans（単純な古い Javaオブジェクト「POJO」とも呼ばれる）を使用す
る必要があります。API jarを使用して、Javaオブジェクトを行き来する XMLメッセージのペイ
ロードをそれぞれマーシャリングおよびマーシャリング解除することができます。

REST APIの認証は、Cisco UCS Directorの登録済みユーザのみが API要求を作成できることを要
求することによって実行されます。ユーザがCiscoUCSDirectorで作成および登録されると、その
ユーザには一意の REST APIアクセスキーが割り当てられます。このキーは、APIコールの作成
時に HTTPまたは HTTPS要求ヘッダーに提示する必要があります。その後、ユーザには、Cisco
UCS Directorにある REST APIを介した同じデータおよび操作へのアクセス権が付与されます。

システム要件と、開発環境をセットアップして、ライブラリをインストールし、RESTAPIの使用
を開始する方法については、『Cisco UCSDirector RESTAPI Getting Started Guide』を参照してくだ
さい。

RESTAPIの使用に関する注釈付きの例については、『Cisco UCSDirector RESTAPI Cookbook』を
参照してください。

すべてのCiscoUCSDirector RESTAPI機能の完全なリストについては、『CiscoUCSDirector REST
API URI Reference』を参照してください。
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Open Automation

この章は、次の項で構成されています。

• Cisco UCS Director Open Automation, 7 ページ

Cisco UCS Director Open Automation
Cisco UCS Directorによって提供される Cisco UCS Director Open Automationモジュール（以後単に
「OpenAutomation」とする）を使用して、CiscoUCSDirectorアプライアンスの機能を向上させる
ことができます。

Open Automationを使用して、Cisco UCS Directorにモジュールを追加できます。モジュールは、
新しいデバイスタイプを制御する機能や新しいタイプのレポートを生成する機能など、新しい機

能を Cisco UCS Directorに追加します。

Cisco UCS Directorの既存の機能の詳細については、『Cisco UCS Director Administration Guide』、
『Cisco UCS Director Application Container Guide』、『Cisco UCS Director Orchestration Guide』およ
びCiscoUCSDirectorアプリケーションの使用に利用可能な機能について記載している他の多数の
ガイドを参照してください。

システム要件と、開発環境をセットアップして、ライブラリをインストールし、Open Automation
SDKの使用を開始する方法については、『CiscoUCSDirectorOpenAutomationGetting StartedGuide』
を参照してください。

OpenAutomationSDKの使用に関する注釈付きの例については、『CiscoUCSDirectorOpenAutomation
Cookbook』を参照してください。

Cisco UCS Director Open Automation APIの参照については、『Cisco UCS Director API Javadoc』を
参照してください。

いつ Cisco UCS Director Open Automation を使用するか
Open Automationは、Cisco UCS Directorの機能を拡張するための Java SDKおよびフレームワーク
です。次の方法で Open Automationを使用して Cisco UCS Directorを強化します。
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• Cisco UCS Directorを使用した、独自のまたはサードパーティのコンポーネントの開発。

•ワークフローに使用できるタスクの開発。

•繰り返し使用可能なタスクの開発およびスケジュール設定。

•デバイスのインベントリ作成。

•独自の Cisco UCS Directorレポートおよびレポートアクションの開発。

•新しい Cisco UCS Director Cloudsenseレポートの開発。

•モジュールを介して行うシステム変更のトラッキング。

Cisco UCS Director Open Automation の使用
モジュールは、CiscoUCSDirectorへの最上位の論理エントリポイントです。機能の追加や拡張を
行うには、モジュールを開発してCiscoUCSDirectorに展開する必要があります。OpenAutomation
を使用して開発されたモジュールは、Cisco UCS Directorの組み込み機能またはモジュールと同様
に動作します。

モジュールを開発し展開するには、次の手順を実行します。

• Open Automation Java APIで AbstractCloupiaModuleクラスを拡張することでモジュールを作

成します。

•モジュールにフォーム、レポート、ワークフロータスク、または他の機能を追加します。

•必要に応じて、JavaAPIでタスクインターフェイスを実行して、新しいカスタムタスクを作
成します。

• ApacheANTやApacheMavenなどのビルドツールを使用してモジュールをパッケージ化しま
す。ANTビルドファイルの例が Open Automationとともに提供されるので、モジュールの
パッケージ化の実行に役立ちます。

• Cisco UCS Directorにパッケージを展開します。

システム要件と、開発環境をセットアップして、ライブラリをインストールし、CiscoUCSDirector
Open Automationの使用を開始する方法については、『Cisco UCS Director Open Automation Getting
Started Guide』を参照してください。

Open Automationの使用に関する注釈付きの例については、『Cisco UCS Director Open Automation
Cookbook』を参照してください。

CiscoUCSDirectorOpenAutomationのクラスおよびメソッドの参照については、『CiscoUCSDirector
Open Automation Javadoc』を参照してください。
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第 5 章

カスタムタスク

この章は、次の項で構成されています。

• カスタムタスクとスクリプトバンドル, 9 ページ

カスタムタスクとスクリプトバンドル
カスタムタスクを使用して、開発者は Cisco UCS Directorリソースでカスタマイズされた操作を
実行できます。JavaScriptに似ている言語である CloupiaScriptを使用してカスタムタスクを記述
します。その後、ワークフロー内のタスクなど、他のタスクのようにカスタムタスクを使用し

て、システム上の作業を調整します。

スクリプトバンドルは、さまざまな特定のアプリケーション用の各新しい Cisco UCS Directorリ
リースに付属するカスタムタスクの集合です。スクリプトバンドルをダウンロードし、CiscoUCS
Directorにカスタムタスクをインポートできます。

いずれの場合も目的は同じです。CiscoUCSDirectorのオーケストレーションワークフローで使用
可能なタスクの範囲を拡張することです。

いつカスタムタスクとスクリプトバンドルを使用するか

カスタムタスクとスクリプトバンドルは、Cisco UCS Directorに付属しているタスクライブラリ
を補完します。必要な機能を実装している既存のタスクがない場合は、これらを使用します。

いつカスタムタスクを使用するか

ワークフローで繰り返される単一操作または作業単位があり、その操作を実行する既存のタスク

がない場合に、カスタムタスクを使用します。
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いつスクリプトバンドルを使用するか

スクリプトバンドルは、すべてのメジャーリリースとともに提供されます。新規タスクまたは拡

張されたタスクのいずれかが組織に必要なワークフローの機能を実装しているかどうかを確かめ

るために、新しいスクリプトバンドルを調査することは価値があります。

カスタムタスクとスクリプトバンドルの使用

他のタスクと同様に、スクリプトバンドルに含まれるカスタムタスクおよびタスクは、ワークフ

ローの一部として実行されます。

カスタムタスクの使用方法

カスタムタスクは Cisco UCS Directorのウィザードを使用して作成します。カスタムタスクを作
成するには、次のものを提供する必要があります。

•カスタムタスクの名前。

•カスタムタスクの入力と出力。

•（任意）Cloupiascriptで記述された入力コントローラ。

•カスタムタスクの作業を行うための Cloupiascriptの手順。

システム要件と、開発環境をセットアップして、ライブラリをインストールし、カスタムタスク

を記述するために CloupiaScriptの使用を開始する方法については、『Cisco UCS Director Custom
Task Getting Started Guide』を参照してください。

カスタムタスクの作成の例については、『Cisco UCS Director Custom Task Cookbook』を参照して
ください。

CiscoUCSDirectorカスタムタスクのクラスおよびメソッドの参照については、『CiscoUCSDirector
Javadoc』を参照してください。

スクリプトバンドルの使用方法

スクリプトバンドルでカスタムタスクを使用するには、単にスクリプトバンドルをダウンロー

ドし、バンドルからカスタムタスクをインポートします。

CiscoUCSDirectorの現在のリリースのスクリプトバンドルをダウンロードするには、CiscoDevNet
に移動します。

スクリプトバンドルからカスタムタスクをインポートする手順については、『CiscoUCSDirector
Orchestration Guide』の「Importing Workflows」を参照してください。
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第 6 章

スクリプトモジュール

この章は、次の項で構成されています。

• スクリプトモジュール, 11 ページ

スクリプトモジュール
スクリプトモジュールは、サードパーティ製 jarおよびカスタムライブラリを Cisco UCS Director
と統合して特定の操作を実行するために使用されます。次のような一部のスクリプトモジュール

の操作は Cisco UCS Directorですでに定義されています。

•表形式レポートや値のリスト（LOV）など、ワークフロー内のユーザ入力を収集するための
詳細な制御の作成。

• Cisco UCS Directorのレポートでワークフローをカスタムアクションにアタッチできる、コ
ンテキストワークフローマッピング。

スクリプトモジュールの使用例については、『CiscoUCSDirectorOrchestrationGuide』を参照して
ください。

いつスクリプトモジュールを使用するか

カスタムワークフロータスクで使用できる、または Cisco UCS Directorに追加できるカスタム機
能を作成する場合に、スクリプトモジュールを使用します。スクリプトモジュールは、CiscoUCS
Directorの異なるインスタンスでエクスポートおよび再利用できます。

スクリプトモジュールの使用

Cisco UCS Directorでスクリプトモジュールを作成します。その後、カスタムタスクからスクリ
プトモジュールのライブラリとメソッドを呼び出すことができます。
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[ポリシー（Policies）] > [オーケストレーション（Orchestration）] > [ワークフロー（Workflows）]
タブにある [インポート（Import）]および [エクスポート（Export）]アクションを使用して、Cisco
UCS Directorでワークフロー、カスタムタスク、およびアクティビティとともにスクリプトモ
ジュールをそれぞれインポートおよびエクスポートできます。

スクリプトモジュールを作成し、ライブラリおよび jarファイルをスクリプトモジュールに追加
する方法については、『Cisco UCS Director Orchestration GuideCisco UCS Director Orchestration
Guide』を参照してください。

カスタムタスクでスクリプトモジュールを使用する詳細については、『CiscoUCSDirectorCustom
Task Getting Started Guide』を参照してください。

名前は似ていても、スクリプトモジュールとスクリプトバンドルは全く異なるものです。ス

クリプトバンドルは、Cisco UCS Directorとともにリリースされるワークフロータスクのパッ
ケージ化されたコレクションです。スクリプトモジュールは、Cisco UCS Director UIにカスタ
ム機能を追加するためのメカニズムです。

（注）
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第 7 章

PowerShell API

この章は、次の項で構成されています。

• Cisco UCS Director PowerShell API, 13 ページ

Cisco UCS Director PowerShell API
Cisco UCS Director PowerShell APIでは、Cisco UCS DirectorからMicrosoft PowerShellが有効なデバ
イスを制御することができます。Microsoft Windows PowerShellはタスクベースのコマンドライン
シェルおよびスクリプト言語で、Microsoftサーバ上で使用でき、System Center Virtual Machine
Manager（SCVMM）などのMicrosoft管理システムと一緒に使用できます。

CiscoUCSDirector PowerShell APIには、CiscoUCSDirectorとは別に実行するプロセスであるCisco
UCS Director PowerShellエージェントが含まれています。Cisco UCS Director PowerShellエージェ
ントは、Cisco UCS DirectorからMicrosoftデバイスにコマンドを転送します。

いつ Cisco UCS Director PowerShell API を使用するか
Microsoftデバイスを Cisco UCS Directorに統合する場合に Cisco UCS Director PowerShell APIを使
用します。

Cisco UCS Director PowerShell API の使用
PowerShellエージェントを介して Cisco UCS DirectorからWindowsデバイス上で PowerShellスク
リプトを呼び出します。PowerShellエージェントは、PowerShellデバイスと Cisco UCS Director間
の通信を容易にする独立したプロセスです。

Cisco UCS Director PowerShellエージェントを設定する方法については、『Cisco UCS Director
PowerShell Agent Installation and Configuration Guide』を参照してください。

Cisco UCS Director PowerShell APIの概要については、『Cisco UCS Director PowerShell API Getting
Started Guide』を参照してください。
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